
市立病院改革のあらまし 参考資料
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【収支構造の改善】
　病床利用率、平均在院日数、紹介率、職員給与費比
率、材料費比率など

【病院規模の適正化】
　病棟病床の見直し、診療科目の見直し、職員定数の見
直し、組織の統合一本化など
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【総合磐城共立病院】
※本院（地域の中核病院）
  ■ 高度医療
  ■ 政策医療
  ■ 急性期医療
　（紹介型の医療）

【常磐病院】
※分院
　■ 共立病院の役割･機能
　 を補完
  ■ 精神疾患と他の疾患
　 を有する患者の医療
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地域医療
連携体制の構築

職員の企業意識の高揚・意識改革

【現状】
■ 医業収益の減少
■ 給与費等の増
■ 累積欠損金増嵩

収支の均衡
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平成19年4月を目途
地方公営企業法の全部適用
病院事業管理者の設置
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地域完結型医療

【経営管理の強化】
　キャッシュ・フロー計算書の作成、第三者評価による
経営分析、適正な一般会計負担の継続、ＩＴ化の推進
など

【市立病院を取り巻く環境の変化】
■ 地域医療機関の充実
■ 道路整備による時間距離の短縮

【医療連携の推進と効率的な病院運営】
■ 医療連携体制の構築
■ 医療資源の選択と集中による効率化･集約化

【施設の老朽化】
■ 引き続き、高度医療を提供するため、将来
　の施設整備が必要

　将来的な施設整備時期に合わせて、
医療資源の「選択と集中」を行った

『１市１病院１施設』
に移行を目指す

安全・安心の医療提供経営の基本原則

患者本位の医療提供

調和

■ 地域医療連携室やＭＳＷ
　による相談体制の充実
■ 病院協議会等での関係機
　関との協議

当面の間

改革の視点
選択と集中


